
★チップ型３軸加速度センサーＫＸＳＤ９－２０５０を基板に半田付けし、使いやすく  

  モジュール化しました。

★Ｉ２Ｃインターフェイスでマイコン等に接続します。（ＳＰＩでも使用できます）

■ 測定レンジ　　   　±２ｇ、±４ｇ、±６ｇ、±８ｇから選択（デフォルトは±６ｇ）

■ 感度　　　　　   　２７３カウント／ｇ（±６ｇ時）

■ ０(ゼロ)ｇオフセット　　２０４８　

■ 電源電圧　　　   　１．８Ⅴ～３．６Ｖ（標準３．３Ｖ）

■回路図■ ■外形寸法とＸＹＺ方向■

■各ピンの説明■

番号 名 称 接続・機能等

1 VDD 電源入力　　１．８Ⅴ～３．６Ｖ（標準３．３Ｖ）

2 GND ＧＮＤ

3 MOT モーションウエークアップ出力

4 AUX IN 外部Ａ／Ｄ入力

5 SCL Ｉ２Ｃシリアルクロック入力 (IO VDDにプルアップ済み）

6 IO VDD Ｉ／Ｏ電源入力　　１．７Ⅴ～ＶＤＤ（標準３．３Ｖ）

7 SDA Ｉ２Ｃシリアルデータ (IO VDDにプルアップ済み）

8 DNC 無接続（接続禁止）

9 ADDR Ｉ２Ｃスレーブアドレスの下位ビット（GNDにプルダウン済み　LSB=0）

10 CS Ｉ２Ｃ／ＳＰＩ切り替え　　（IO VDDにプルアップ済み　Ｉ２Ｃ選択）

■特性■

±２ｇ、±４ｇ、±６ｇ、±８ｇ（選択） ３軸加速度センサー

ＫＸＳＤ９－２０５０モジュール
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※ピンヘッダは2×7(14)ピンが付属しています。ピンヘッダを使用する場合には、2×5(10)ピンとなるように加工してください。
　2×2ピン分をニッパ等の工具を使ってカットします。

SPIで使用する場合には、J1-⑩CSピンをLow(GND)に接続します。



■Ｉ２Ｃ設定■　
　このモジュールは、KXSD9-9050の(SCL/SCLK)と(SDA/SDO)をＩ２Ｃ

インターフェイス用にプルアップしてあります。

 またアドレス設定ピンの(ADDR/SDI)をプルダウン(０に設定）し、

(CS)をプルアップしてあります。

　キットのＪ１の9番ピン（ADDR)、10番ピン（CS)を無接続（どこに

も接続しない）にした場合、Ｉ２Ｃインターフェイスが選択され、

Ｉ２Ｃのスレーブアドレスは,

ライト時0x30(00110000),リード時0x31(00110001)になります。

■Ｉ２Ｃシーケンス■

■Ｉ２Ｃレジスタマップ■

■レジスタ■




